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1本書は長野県下伊那郡高森町における各種開発事業に伴う平成24年度町内遺跡発掘調査報告書

である。

2　調査は国庫補助事業として高森町(高森町教育委員会事務局社会教育係)が実施した。

3　調査遺跡(遺跡記号)ば唐沢原遺跡(KRS).大庭遺跡(OON).新井遺跡(ARI).矢沢遺跡

(YZW)の4遺跡4地点である。

4　調査実施にあたり基準点測量、遺構測量、空撮を㈲M2クリエーションに委託した。

5　本調査に係る調査組織は次のとおりである。

教　育　長

事　務　局　長

社会教育係長

社会教育係

発掘作業員

整理作業員

光沢郁夫

壬生照玄

寺沢正寿

岩崎　徹

小池義人・酒井好訓・菅野賢治・鳴海紀彦・松下梅治

上沼八重子・平　サク・高島佳奈

6　本調査に係る発掘作業、整理作業については　次の諸氏の指導・助言・協力をいただいた。

市澤英利、酒井幸則、松島高根、綿田弘実

7　本書に掲載した平成24年度調査遺跡地図は国土地理院1:50000地形図「飯田」を、各調査遺跡位

置図は高森町都市基本計画図1 : 2500を1 : 5000に縮小して使用している。また遺跡全体図は唐沢原

遺跡・大庭遺跡・新井遺跡が1 : 200、矢沢遺跡は1 : 500で掲載している。

8　本報告書では以下の遺構略記号を使用した。竪穴住居跡・竪穴跡-SB、土坑-SK、溝跡-SD

9　本報告書に係る資料は　高森町教育委員会が管理し、高森町歴史民俗資料館に保管してある。
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1唐沢原遺跡

(1)調査の概要

1　調　査　地

2　調査期間

3　調査の目的

4　調査の要因

5　開発面積

6　調査担当者

7　調査面積

8　検出遺構

高森町下市田2288- 9

平成24年4月12日

へ4月19日

試掘調査

宅地造成(側溝布設)

1104.弘前

岩崎　徹

色Z. 72壷

竪穴住居跡2 (弥生後期)

土坑1、溝跡4

9　出土遺物　　土器・石器(弥生時代)

(2)遺跡の環境

図2　唐沢原遺跡調査位置図

高森町下市田地区北部の唐沢原段丘上、標高510m-530mに位置し、南北∠mOm.東西300mの範囲

に広がる。遺跡の時代・種類は縄文・弥生時代の集落遺跡であるとともに、遺跡内に3基から構成さ

れる唐沢原古墳群がある。また、遺跡の南側において範囲が重複する古御家城跡(中世)がある。

遺跡の約半分は高森南小学校の校地となっており、残る部分も住宅地化が著しく、開発度の高い地

区である。昭和6へ8年の市田小学校(現南小学校)建設の際、弥生時代の竪穴住居群が発掘され、

出土遺物は下伊那の弥生時代土器編年のなかで後期前半の唐沢原式土器として設定された(後に唐沢

原式から座光寺原式に変更された)。古墳3基のうち2基は小学校建設時に破壊、又は埋没され、猿

楽塚(唐沢原1号墳)のみ現存する。本調査箇所は遺跡域の南東端部の段丘崖直上に位置し、古御家

城跡に近接する箇所である。

(3)調査の経過

平成三池年3月齢目付け、飯田市上郷飯沼1452- 1丸三総合開発有限会社代表取締役阿部敏政より

土木工事のための埋蔵文化財発掘の届出書が提出された。当該地は「唐沢原遺跡」の南東端部に位置

し、中世城館「古御家城跡」に近接しており、関係する遺構・遺物の存在が予想されるとともに、今

後計画される住宅建築の際の資料を得ることを目的に試掘調査を実施することとした。

平成24年4月12日より試掘調査を開始した。調査は側溝布設部分へトレンチを掘削する方法で行っ

た。作業は重機による表土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施した。この結果、弥生時代後

期中島式期の竪穴住居跡2軒が土器を伴って確認された。遺構平面図を作成、記録保存を完了し、現

地における作業を終了し、工事着手となった。
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(4)調査の所見

調査箇所は元々宅地であったが、弥生時代後期の遺構は十分に保存されている状況であった。今後、

住宅建築が予定されており、今回の調査で遺構の深度がある程度把握できたので届出の際の参考と

することができる。しかし、開発度の高い地区であり、今後も個人住宅の建設が予想されるため、周

辺における開発には注意する必要がある。

0　　(1 :4)  10cm

雪王王∃∃

困

0　　　　(1 :3)　　「0cm (二二⊃

図3　唐沢原遺跡出土遺物(3:SBl、 4へ10.29:SBl西、 1.2:SB2、 11へ17.27:SB2、 18へ20.28:

SB2束、 21へ24:SDl、 25.26:側溝4)
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出土状況(SB2)

4



図4　唐沢原遺跡調査全体図
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2　大庭遺跡

(1)調査の概要

1　調　査　地

2　調査期間

3　調査の目的

4　調査の要因

5　開発面積

6　調査担当者

7　調査面積

8　検出遺構

9　出土遺物

(2)遺跡の環境

高森町下市田1176- 1

平成24年6月13日

へ6月15日

試掘調査

住宅建設

78. 16壷

岩崎　徹

22 r茸

竪穴跡2、溝跡1

土師器、須恵器(平安)

図5　大庭遺跡調査位置図

高森町下市田地区の低位段丘上先端部、標高450mに位置し、南北250m ・東西200mの範囲に広が

る。遺跡の時代・種類は縄文・弥生・古墳・奈良・平安時代の遺跡であるとともに、遺跡内に2基の

古墳が確認されているが、遺跡全体の性格等は明らかではない。

(3)調査の経過

平成24年5月1目付け、下伊那郡高森町1452- 1手塚俊文より土木工事のための埋蔵文化財発掘

の届出書が提出された。当該地は「大庭遺跡」の東方に位置し、関係する遺構・遺物の存在が予想さ

れるとともに、今後計画される住宅建築の際の資料を得ることを目的に試掘調査を実施することとし

た。

平成2池年6月13日より試掘調査を開始した。調査は住宅建設部分の中心に東西へトレンチを掘削す

る方法で行った。作業員の手掘りにより掘削・遺構検出作業を実施した。この結果、平安時代と思わ

れる土師器・須恵器、近世の陶磁器片が出土した。トレンチ図を任意の基準点を使用して作成し、現

地における作業を終了し、工事着手となった。

(4)調査の所見

調査箇所は現況畑であるが、明治期頃までは建物が存在している箇所とのことであった。それを裏

付けるように、近世以降の陶器片が出土した。さらには縄文時代晩期未、平安時代の土師器・須恵器

の出土により時代の確認がなされた。また、今回の調査で遺構の深度がある程度把握できたので、届

出の際の参考とすることができる。しかし、開発度の高い地区であり、今後も個人住宅の建設が予想

されるため、周辺における開発には注意する必要がある。

7



サブトレンチ
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図7　大庭遺跡調査全体図及び断面図(1 :80)
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図8　大庭遺跡出土遺物(1:SBl)
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調査箇所近景

調査風景

トレンチ完掘状況



3　新井遺跡

(1)調査の概要

1　調　査　地

2　調査期間

3　調査の目的

4　調査の要因

5　開発面積

6　調査担当者

7　調査面積

8　検出遺構

9　出土遺物

(2)遺跡の環境

高森町牛牧150-12

平成三池年6月18日

へ6月19日

試掘調査

住宅建設

70. 4亜

岩崎　徹

20誼

土坑11

土器片(縄文時代)

図9　新井遺跡調査位置図

高森町下市田地区と牛牧地区の境、標高570mに位置し、南北300m・東西700mの範囲に広がる。遺

跡の時代は縄文時代中期・弥生時代後期・中世とされており、平成8年度の広域営農団地農道建設事

業に伴う発掘調査では　縄文時代中期後葉の住居跡3軒とそれに伴う土坑群が検出された。また、近

接の宮沢遺跡では、縄文時代前期またはそれ以前の集石炉が検出され、縄文時代前期と同時代中期初

頭の土抗も検出されている。

(3)調査の経過

平成塑年5月9目付け、東京都府中市宮町1 -誼-2　河合和夫より土木工事のための埋蔵文化財

発掘の届出書が提出された。当該地は「新井遺跡」の中央に位置し、関係する遺構・遺物の存在が予

想されるとともに、今後計画される開発事業の際の資料を得ることを目的に試掘調査を実施すること

とした。

平成飴年6月18日より試掘調査を開始した。調査は住宅建設部分の中心に南北へトレンチを掘削す

る方法で行った。重機による表土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施した。この結果、住居

跡等の遺構は検出されなかったが、土抗が11箇所検出され、縄文中期の土器片が出土した。トレンチ

図を任意の基準点を使用して作成し、現地における作業を終了し、工事着手となった。

(4)調査の所見

以前の調査で検出された住居跡の広がりも予想されたが、検出された遺構は　住居域とは異なる土

坑のみであった。しかしながら、縄文時代土器片が出土していることから、集落の外縁部にあたる箇

所とも予想される。果樹園地帯ではあるが、今後も個人住宅等の開発事業が予想されるため、周辺に

おける開発には注意する必要がある。
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図10　新井遺跡トレンチ配置図(1 :200)
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図11新井遺跡調査全体図(1 :80)
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4　矢沢遺跡(新発見)

(「)調査の概要

1　調　査　地

2　調査期間

3　調査の目的

4　調査の要因

5　開発面積

6　調査担当者

7　調査面積

8　検出遺構

9　出土遺物

(2)遺跡の環境

高森町吉田2734他

平成25年1月23日

へ1月31日

試掘調査

火葬場建設候補地

岩崎　徹

強請

なし

土器片(縄文中期一後期)

石　器(縄文中期一後期)

図13　矢沢遺跡調査位置図

高森町吉田地区、標高約630m、北側には千早原遺跡、南には月夜平遺跡と、当地域を代表する大き

な遺跡に挟まれた位置に存在する。当該地は　二又沢川により形成された低位段丘上にあり、現在は

周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外となっている。

(3)調査の経過

下伊那北部総合事務組合では　下伊那北部5町村による火葬場整備事業を進めている。各町村より

候補地が選定される中、当町においては吉田小沼地籍が候補地に選定された。平成三池年12月19日に県

教委・町教委・事業者による三者協議の結果、当該地は、周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外であるが、

周囲の遺跡の状況、開発規模などから事前に遺跡の有無について事業決定前に確認することが必要と

判断。開発の施工内容検討、また保護措置対応等、遺跡の有無のみだけではなく、今後の資料を得る

ことも含め、試掘調査を実施することとした。

平成25年1月23日より試掘調査を開始した。調査は切土造成が予想される範囲に、 2mX 2mのテ

ストピットを14箇所設定し、遺物の有無及び遺構面までの深さを確認した。重機による表土の掘削後、

作業員による検出作業を実施した結果、縄文中期一後期の土器片並びに石器が出土した。この結果を

受け、新発見の遺跡として当該地の字名を遺跡名として矢沢遺跡とする旨1月30目付けで長野県教育

委員会教育長あて、遺跡発見の通知を提出。 2月13目付けで長野県教育委員会教育長より新たに発見

された遺跡の保護の通知を受けた。調査地点の測量は㈲M2クリエーションに委託実施した。 1月31

日に現地における作業を終了した。

この調査結果を受け、 2月18日に再度三者協議を行い、事業計画決定後には本調査を実施すること

となった。
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(4)調査の所見

今回の試掘調査では、 5箇所のテストピットで遺物が確認された。遺物の状況から縄文中期末から

後期の遺跡と予想され、後期前半に主体がある。遺構までの深さについてもある程度の確認はできた

が、遺物の出土したテストピットの2箇所は湧水のため確認はできなかった。遺物などの様子から、

集落遺跡の可能性は低いと思われるが、本調査実施の際には、出土地点を中心に遺構の存在も含め、

慎重に調査を実施していきたい。

A

629.60

2775-1 TPl

4/2 (灰黄褐) SiCシルト質埴土

3/3 (暗褐色) SiCシルト質埴土

花こう岩レキあり

A’

(灰黄褐) SiCシルト質埴土

(暗褐色) SiCシルト質埴土

(にぷい黄褐) HC重埴土

花こう岩風化物あり

B

628.40

2776 TP-2

B’

1耕土

2 10YR　4/2 (灰黄褐) SiCシルト質埴土

花こう岩風化物、黄色ブロックあり
3 10YR　4/3 (にぷい黄褐) HC重埴土

B

628.00 B’

2788 TPl

(灰黄褐) SiCシルト質埴土

(暗褐色) SiCシルト質埴土

花こう岩風化物あり
10YR　4/3 (にぷい黄褐) HC重埴土

図14　矢沢遺跡テストピット断面図(1 :40)

14

R
 
R

語1。Y

1

　

2

　

3

2

　

3

　

3

/

　

/

　

/

4

　

3

　

4

R
 
R
 
R

詰
器

1

　

2

　

3

　

4

1

　

2

　

3

　

　

　

4

2

　

3

/

　

/

4

　

3

R
 
R

詰
冊



「サ¥、、。嶋。_ノ

閉園
’功　し

ヽ

こ葛

ヽ、　　　′′-

¥し∴ト「P十

開園

27樹「P-2

一・ヽ

菖国i

祈‾、 ヾ悲二
ヽ

“ヽ

2774雷9◇
l

し/

、」へ葛、

園星墓室国産害∵

口は遺物出土地点

+
X= -47700
Y= -57700

¥¥ 、:、¥ニ言¥崎¥ ¥、、 ¥¥

埋草地軸同軸
香九　、、 工手

し

置く与　"

、¥ヰ、」

X= -47700
Y=臆57650

図15　矢沢遺跡テストピット配置図(1 :500)

15

’弔



ら?　　ノー〆窮や

-●　　　チ　　　タ・

写予.へ雰-　-
}尋、

一陽墓園

三三若手鱒
二必

l　. .人、

ぶI普・、
●ヽ

●詳
ヽ　購

‾▼-　重やl.‾タで

′タ、;一　　　章_▲

了‾村上

冨棄
∴∴巻

予告‾‡仁、考や

{　啓・.、 」

●　一‾■　‾　ヽ`
てこだ　′　　　ベ

笠でニ女工∵尋

圏は響
ヽ裏

⊂⊃

章`　′′鱒裏書)

言草た　f

圏圏∴
㌔尋~`’

÷園話

図16　矢沢遺跡出土遺物(1へ7.23.24:2767TP-2、 8.9:2776TP-2、 10へ18.25:2775-1TP-2、 19へ

22 : 2778TP-1)

16

出
口
‖
月
日
1

山
月
日
2

出
口
月
山
　
3

醤
油
羅

l
〆
+
て
、
、

.
“
生
白
i
せ
、

.

農

高

.

ヽ

(

年
・
、
も
1

-
、
常
幸

町
田
田
嶋

/
需
用
8

H
〃
H
9

、ヽ

61

三(二・『

2

出
口
日

1
〃
旧

駆
隠
田
謹

啓
∵
叶
薬
草
嵩
高
‥
宰

0

/

薫

.

′

　

2

留〃



調査区全景(南方から)

調査区全景(東方から)

17



18

作業状況

作業状況(2788　丁P-1)

検出状況(2788　丁P-1)



断面(2775-1丁P-1)

断面(2788　丁P-1)

断面(2767　丁P-2)
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